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 1．チームスコアラー  
 

■ 心掛け 

・ 審判員の判定を正確かつ忠実に記録する。 

・ 安打や失策などの判定は、公式記録員のヒット（Ｈ）・エラー（Ｅ）・フィルダースチョイス（Fc）の

表示がない場合は、自己の裁量で決定する。 

・ 打順の誤りがないように次打者を確認すると共に、ボールカウント及びアウトカウントの誤り

がないよう心掛ける。 

・ 幾つかのプレイが重なったときには、まずは得点・アウトカウント・塁上走者を記録し、進塁し

た過程はメモ用紙に書きとめ、次打者の投球を確実に記録すよう心掛ける。 

 

■ 集合と挨拶 

  対戦相手・審判員に対し、『指導者、代表者（責任者）、スコアラーもベンチ前に一列に整列』 

し選手と同じように行なう。 

【試合前の集合】 

1. ﾕﾆﾌｫｰﾑを着た両ﾁｰﾑの全員が、それぞれ自軍のﾍﾞﾝﾁ前に整列して、集合の合図を待つ。 

2. 審判員は試合開始予定時刻の 5 分前に、両チームに集合を呼び掛け、本塁方向に向かう。 

3. 審判員は捕手席の後方に、本塁を中心とした横一列（右から1塁審、球審、2塁塁審、3塁塁

審の順）に並ぶ。なお外審が付く場合は、その左右に並ぶ。 

4. 両チームの選手は、打者席の外側に主将を先頭にして、向かい合って 1 列に整列する。 

 ① 両チームの主将に握手させる。 

 ② 球審の合図により全員脱帽をして、相互に礼を交わす。 

 ③ 守備側のチームは、その場から守備位置に向かう。 

【試合の終了】 

1. 試合前と同じに整列し 両チームの主将に握手させる。 

2. 球審が「ゲーム」と宣告した後に全員脱帽をして、相互に礼を交わす。 

■ 服装 

選手・指導者は、統一のユニフォーム。 

ベンチ入りする他の者は、チーム帽子、チーム T シャツやトーレーニングウエア―などスポーツ 

に適した服装で行なう。 （注意） ジーンズ、ハーフパンツでのベンチ入りは禁止 

 

■ 準備品 

  ・ シャープペン又は鉛筆 2本 

  ・ 赤色のボールペン又は鉛筆 （ヒット、得点の記入） 

  ・ 消しゴム 

  ・ メモ用紙 （複数の選手が交代したとき、いくつかのプレイが続いたときなどにメモ） 

  ・ 時計 （携帯電話を使用するときには、必ずマナーモード） 
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  2．試合開始前の準備  

【 主な項目 】 

■ 試合名 ・・・ なんという大会の何回戦なのかを記入 

■ 対戦チーム名 ・・・ 自チームと対戦相手チーム名を記入 

■ 球場名 ・・・ 試合の行われる球場名（小学校）を記入 

■ 審判名 ・・・ 球審、塁審の氏名を記入 

■ 監督・主将名 ・・・ 両チームの氏名を記入 

■ 球場状態 ・・・ グラウンドの状態を「良好」などで記入 

■ 天候 ・・・ 「晴れ・曇り・雨・小雨」などで記入 

■ 両チームの先発選手のシート（守備位置）、背番号、氏名を記入 

（例） 

 

 

■ 試合時間 ・・・ 開始時間、終了時間、所要時間の記入 

・ 開始時間 ・・・ 塁審及びプレーヤーが所定の位置につき打者が打者席につき投手が正規

に投手板に位置し、球審が右手を伸ばして 『プレイ』 を宣告した時間 

 

・ 終了時間 ・・・ 開始前の集合と同じく、本塁を中心とした位置に整列し、球審が右手を高く

上げ 『ゲーム』 を宣告した時間 

 

・ 所要時間 ・・・ 球審が宣告した 『プレイ』 から 『ゲーム』 までの時間 

 

シ
ー
ト 

背
番
号 

選手名   

3 10 鈴木 ○○ 

 

 

    

  一  

4 4 福井 ○○   

4 11 伊藤 ○○ （5 表）  交代選手は何回に交代したかも捕捉しましょう 

この場合は 5 回表に交代   二  

8 8 佐藤 ○○   

H 15 山田 ○○ （7 裏）   

  三   
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  3．基本となる表記   

【 守備位置の表記 】             【 打者の表記 】 

1 ・・・ 投手（ピッチャー）  （一） ・・・ 1 番打者 

2 ・・・ 捕手（キャッチャー）  （二） ・・・ 2 番打者 

3 ・・・ 1 塁手（ファースト）  （三） ・・・ 3 番打者 

4 ・・・ 2 塁手（セカンド）  （四） ・・・ 4 番打者 

5 ・・・ 3 塁手（サード）  （五） ・・・ 5 番打者 

6 ・・・ 遊撃手（ショート）  （六） ・・・ 6 番打者 

7 ・・・ 左翼手（レフト）  （七） ・・・ 7 番打者 

8 ・・・ 中堅手（センター）  （八） ・・・ 8 番打者 

9 ・・・ 右翼手（ライト）  （九） ・・・ 9 番打者 
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【 ベースの表記 （コマ区分） 】 

■ 1 塁ベース → A 

■ 2 塁ベース → B 

■ 3 塁ベース → C 

■ 本塁ベース → D 

 

 

【 アウトカウント、残塁の記号 】 

■ 1 アウト ・・・・・ Ⅰ（ローマ数字の 1）    ■ 2 アウト ・・・・・ Ⅱ（ローマ数字の 2） 

 

 

 

 

 

 

 

■3 アウト ・・・・・ Ⅲ（ローマ数字の 3）     ■ 残塁   ・・・・・ ℓ （筆記体の小文字のエル） 

 

 

 

 

 

 

 

【 得点の記号 】 

得点の記号 ・・・・・・・ ○ （赤丸）     
 

さらに詳しく記入する方法は以下の通りです 

                            ■ 投手 自責点による生還 ・・・・・・・ Ⓔ 
                                 （アーンドラン,Earned Run） 

 

  

 

 

Ⅲ

Ⅲ

4 

本塁

2塁3塁

1塁

Ⅰ Ⅱ

Ⅲ ℓ 



【 イニング終了 （チェンジ） 】 

イニング終了  ・・・・・・・     （2 本斜線） 次のイニングの先頭打者を明確にする記号 

 

                          （例 1） 

三遊間のゴロをショートが処理しファーストへ 

送球し、スリーアウトチェンジ 

 

 

 

                           

                          （例 2） 

2 アウトから 2 番打者がレフト前のヒットで出塁 

3 番打者の 3球目に 2塁盗塁を試みたが、キャッチャ

ーからセカンドに送球され 2 塁ベース手前でタッチア

ウト、スリーアウトでイニング終了 

 

（注） 3番打者の打席は成立していないので、次のイ

ニングの先頭打者となる 

 

 

                                                                  

【 試合終了 】 

試合終了  ・・・・・・・      （3 本斜線） 

                              

（例） 

ライトへのライナーを捕球しスリーアウト 

                             試合終了 

 

 

 

 

【 打者１巡 】 

  1 イニングに打者が１巡以上した場合は以降の回を下記のように訂正する 

 

（例）  2 回に打者一巡した場合 

2 3 2 4 3 5 4 6 5 

 

 

5 

6-3

Ⅲ

Ⅲ
4 7

3

S2-4TⅢ
4 7

3

S2-4T

Ⅲ
9

二 

三 



【 特別延長戦（タイブレイク） 開始時の記入 】 

（特別延長戦）                                  ※平成 26 年改正 

継続打順で、前回の最終打者を 1 塁走者とし、2 塁、3 塁の走者は順次前の打者とする。 

すなわち、0 アウト満塁の状態にして 1 イニング行い、得点の多いチームを勝ちとする。 

勝敗が決しない場合は、さらに継続打順でこれを繰り返す。なお通常の延長戦と同様規則に代っ

て認められる選手の交代は許される。 

7 回を完了して同点の場合は、引き続き特別延長戦を行い、9 回を完了しても決着がつかないと

きは、抽選で勝敗を決定する。 

但し、大会規定により試合イニング及び延長戦のイニングは、変更する場合がある。 

 

■ タイブレイクによる走者（ランナー）を示す記号 ・・・・ TR （ローマ字のティー・アール大文字） 

                                        

 

（例）  

                               7 回の攻撃が 4 番打者で 

終了した場合 

8 回の攻撃は以下の状態で 

試合再開する 

 

3 塁走者に 2 番打者 

 

 

 

2 塁走者に 3 番打者 

 

 

 

 

 

  

1 塁走者に 4 番打者 

 

 

 

先頭打者は 5 番打者 

 

 

 

二

三

四

五

一

7 8

TR

TR

TR

Ⅲ
SO

62

4

ｆ5

4-3

Ⅱ

Ⅰ

1

1

ℓ 
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 4．試合経過の記入  

4．1 ボールカウントの記号 

 
 

 

 

 

・ボールカウント欄 

最後の投球は記入しない 

・投球数の記入 

集計の際に便利 

 

 

■ 関連記号  ・・・・・・・ 関連記号は 1 クール 6 個までとして使いましょう  

  

                 1  2   3   4  5  6  1    

（例） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ ストライク       ・・・・・・ ○ 

■ ボール ・・・・・・ ● 

■ ファウル ・・・・・・ ━  

■ 関連記号  ・・・・・・ 下記参照 

 

さらに詳しく記入する方法は以下の通りです 

■ 空振りストライク ・・・・・・  

■ バントファウル ・・・・・・     

■ バント空振り ・・・・・・ ◎ 

㌽  関連記号は打者結果との結びつけはしない！ 

  打者記号を用いて関連付けましょう 

（例 1） 

走者がキャッチャーの 

パスボール（三振）によ 

り進塁 

（例 2） 

インフィールドフライを野手                                                                                      

がエラーし2塁走者が進塁 

1-3-4E

6E

6-3E

S

9

S

ｆ5

SO

Ⅱ

Ⅰ

S

（七）

（七）3

6

3

7

6

ⅡTP

7 

D

84

2

SO

Ⅰ

（二）

3

P
（三）

（三）

P

D

84

2

SO

Ⅰ

（二）

3

P
（三）

（三）

PD

84

2

SO

Ⅰ

（二）

3

P
（三）

（三）

P

D

84

2

SO

Ⅰ

（二）

3

P
（三）

（三）

PD

84

2

SO

Ⅰ

（二）

3

P
（三）

（三）

P

4

IF4

Ⅰ

7

（七）
（八）

2

1

B
4E4

IF4

Ⅰ

7

（七）
（八）

2

1

B
4E

4

IF4

Ⅰ

7

（七）
（八）

2

1

B
4E



4．2 選手交代等の記入 

■ 投手の交代 ・・・ P ＆ 波線             ・ 打席途中で交代  

 

 

 

 

 

 

・ 投球数欄への記入 

 

 

 

■ 守備の交代 ・・・ 守備位置 ＆ 波線        ピッチャーと守備が同時に交代 

                                   （例） ショートがピッチャー 

       （例） サード交代                     ピッチャーがショートに交代 

 

 

 

 

 

 

■ 代走で交代 ・・・ R ＆ 波線 

 

                                             ピッチャーからショートに守備位置変更 

 

 

 

 

                                     

 

■ 代打で交代 ・・・ H ＆ 波線 

 

 

 

 

                                          （例） 5 回表に代走で交代出場した選手が 

そのままセカンドで出場 

 

シ
ー
ト 

背
番
号 

選手名  

1・6 10 鈴木 ○○ 

    

  一 

4 4 福井 ○○  

R 4 11 伊藤 ○○ （5表）  

  二  

P

名
前

P

名
前

P名前

1-6
6-1

投球数 10 35 16 16

8 

名
前

5

2塁代走

3塁代走

1塁代走
名
前

R

H
名
前



4．3 投手、捕手に関わる記入 

 

【 投手に係る記号 】   

 

 

■ 四球 ・・・ B （ベースドオンボールズ） ■ 死球 ・・・  D （ヒット・バイ・ピッチ） 

                

■ 暴投 ・・・ W  (ワイルドピッチ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（例）  

打者がレフト前へのヒットで出塁 

次打者の投球 2 球目に暴投 

1 塁ランナーが 2 塁に進塁 

㌽  投手の暴投・ボークは投手記録であり、 

野手の記録(失策)とは区別しましょう！ 

 

■ ボーク ・・・ BK (ボーク) 

 

  

 

（例）  

打者が死球で出塁 

次打者の 2 球目に投手がボーク 

1 塁ランナーが 2 塁に進塁 

 

㌽ ボークにより走者が進塁したときには、 

打者への投球はノーカウントになります 

ボールカウントに注意しましょう！ 

 

W

74

9 

B D

BK

D2



■ けん制死 ・・・ 〰〰  波線 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
（例）  

打者が、ファーストのエラーで出塁 

次打者の投球間にピッチャーが牽制し、1 塁走者が

ファーストにタッチされアウト 

 

 ㌽ 次の塁へ進もうとしてアウトになったときには、 

  「盗塁死」、前の塁に戻れば「けん制死」となります   

（例） ピッチャーからファースト、ショートに送球され 

2 塁手前でタッチアウト 「S1-3-6T✓」 

 

 

    

【 捕手に係る記号 】 

■ 補逸 ・・・ P  (パスボール） 

 

 

 

 

 
 

 

 
 

（例） 

打者が、サードの悪送球で出塁 

次打者の 2 球目にキャッチャーが捕逸 

1 塁ランナーが 2 塁に進塁 
 

㌽  捕手の補逸・打撃妨害は捕手記録であり、

野手の記録(失策)とは区別しましょう！ 

■ 打撃妨害 ・・・ 2 I F (インターフェアランス） 

                        

                           （例） 打者のバットにミットが触れた 

                               打者 1 塁出塁 

 

                             

5W-3

P

1

2IF1

10 

4 6-3E

1-3T



4．4 打撃結果の記入 
 

【 三振、振り逃げの記入 】  

 

■ 三振 ・・・ SO  (ストライク・アウト）        

 ■ 振り逃げ 

 

 

 

 

 

 

 

㌽ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

さらに詳しく記入する方法は以下の通りです 

■ 見送り三振 ・・・・・・・ SO○ 

■ 空振り三振 ・・・・・・・ SO 

■ スリーバント失敗（空振り） ・・・ SO◎ 

■ スリーバント失敗（ﾌｧｰﾙ） ・・・ SO 

■ 投球をキャッチャーが捕球できず、1 塁に 

送球しアウト ・・・ SO2－3 

・ ピッチャーのワイルドピッチによる振り逃げ 

㌽ 打者は三振、ピッチャーには「暴投」の記録 

・・・・・ 
S3 

(W) 

 

・ キャッチャーのパスボールによる振り逃げ 

 ㌽ 打者は三振、キャッチャーには「補逸」の記録 

・・・・・ 
S3 

(P) 

 

 

SO

3

S

(P)

(W)

Ⅱ

TP

3

S

(P)

(W)
3

S

(P)

(W)

3

S

(P)

(W)

Ⅱ

TP

3

S

(P)

(W)
3

S

(P)

(W)

11 



【 打球への野手処理 】 

 

野手を中心に打球の方向、捕球位置を “ ● ” で記入すると詳しく表示できます 

 

■ ゴロの打球 

 

 

  

・ボールの送球（移動）を 「― 」で記入 

（例） 三遊間のゴロをショートが処理し、 

ファーストに送球 1 アウト 

 

 

 

 

  

・ボールを処理し触塁のアウト 

（例） 1 塁前のゴロをファーストが処理し、 

1 塁を踏んで 2 アウト 

 

  

・ボールを処理しベースカバーの野手に送球 

（例） 一二塁間のゴロをファーストが処理し、 

1 塁ベースカバーに入ったセカンドにトスし 

2 アウト 

 

  

・野手がはじいた打球を処理 「 ・ 」 を用いる 

（例） ピッチャーがはじいた打球をショートが処理

し、ファーストに送球 3 アウト 

 

3A

Ⅱ

12 

Ⅰ
6-3

Ⅲ
1･6-3

Ⅱ
3-4A



■ ライナーの打球 

ライナーの打球は、守備番号の上に     で記入します 

  

（例） サードライナーで 1 アウト 

 

■ フライの打球 

フライの打球は、守備番号の上に     で記入します 

  

（例） セカンド後方のフライを捕球し 2 アウト 

      

■ ファウルフライの打球 ・・・ f 
 

 

 

（例） サードのファウルフライで 1 アウト 

 

㌽ ライン際での捕球は、審判員のジェスチャー

で判断しましょう！ 

「キャッチ」と宣告した後にフェアゾーン、ファー

ルゾーンのどちらで捕球したかを指で示します 

■ 走者にタッチしアウト ・・・ Ｔ    

  

 

 

 

 

（例） ファーストがゴロの打球を処理し 

    打者走者にタッチし 1 アウト 

 

 

5

Ⅰ

4

Ⅱ

13 

Ⅰ
ｆ5

Ⅰ
　3T



 

■ インフィールドフライ   ・・・  IF 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【 攻撃側その他の記入 】 

 

 

(例) 

ノーアウト走者 1・2 塁 

打者がセカンド方向へのフライを打った 

セカンドが捕球体制を入ったのを見て、球審がイン

フィールドフライを宣告した 

打者はインフィールドフライでアウト 

■ 放棄アウト   ・・・  DO  

 

(例) 

1 アウトから 5 番打者が四球で出塁 

6 番打者の 2 球目に 1 塁走者が盗塁成功 

6 番打者がセカンドゴロで 2 アウト 

2 塁走者は 3 塁に進塁したが、アウトカウントを間

違えベンチへ引き上げ審判員がアウトを宣告し 

3 アウト 

 

㌽ 記事欄に経緯を記録 

■ 反則打球 、打順間違い  ・・・  ×  

 

(例) 

1 アウトからライトオーバーの 3塁打で出塁 

次打者の投球 3 球目にスクイズを試みたがバッテ

リーに察知され、投球を大きくウエストされた 

打者は必死になって投球にバットを当てたが、 

バッターボックスから足が大きく踏み出しており、

反則打球が宣告されて 2 アウト 

 

㌽ 記事欄に経緯を記録 

 

IF4

Ⅰ

14 

4 B

　4-3

Ⅱ

Ⅲ
SDO

3

(六)

4 B

　4-3

Ⅱ

Ⅲ
SDO

3

(六)

Ⅱ

9

3

1

五 

六 



【 安打の記入 】 

ヒットは / （赤色の線） で記入します 

 

■ 単打・シングルヒット 

  （例） レフト前安打 

■ 2 塁打・ツーベースヒット 

  （例） センターオーバーの 2塁打 

■ 3 塁打・スリーベースヒット 

  （例） 右中間への 3 塁打 

      センターが処理 

■ 本塁打・ホームラン 

  （例） ライトオーバーの本塁打 

■ 内野安打 

  （例） ショートへの内野安打 

■ バントヒット ・・・ BH 

  （例） サード前へのバントヒット 

 

 

7 8

8･9 9

6 5
BH
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【 犠打・犠飛の記入 】 

■ 犠打は        で囲む 

                           （例）  

1 番打者がセンター前のヒットで出塁 

2 番打者が送りバント 

1 塁走者は 2 塁に進塁 

打者はピッチャーからファーストに送球され 1 アウト 

 

㌽ ピッチャーやセカンドが 1 塁ベースカバーに入った 

場合には「A = 1 塁」の記号を用います 

○ ピッチャーが処理し 1 塁ベースカバーに入った 

セカンドに送球しアウト 

○ ファーストが処理し 1 塁ベースカバーに入った 

ピッチャーに送球しアウト 

 

■ スクイズ成功のときには  犠打       に ＳＱ を付記             

 

（例） 

   4 番打者が左中間（ｾﾝﾀｰが処理）への 3 塁打で出塁 

5 番打者がスクイズを試みた 

3 塁走者が帰塁しスクイズ成功 

打者はピッチャーからファーストに送球され 1 アウト 

 

 

 

 

 

■ 犠飛は      で囲む 

                              

（例）  

1 アウトから 4 番打者がライト線の 2 塁打で出塁 

  5 番打者がライトへのフライで 2 アウト 

2 塁走者はタッグアップし 3 塁へ進塁 
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(二)

Ⅱ
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一 

二 

四 

五 

 

四 

 

五 

 

 



4．5 守備の失策に関する記入 

 

【 失策の記入 】 

■ 単独での失策（エラー） ・・・ E 

 

（例） セカンド右への打球をエラー 

 

㌽ セカンドに失策を記録 

■ 単独で失策（エラー）し、送球した場合 ・・・ E 

 

（例） サード前の打球をエラーし 1 塁送球 

 

㌽ サードに失策を記録 

■ 打球を処理し、送球が悪送球となった場合 ・・・ W 

 

（例） ショート前の打球を処理したが、 

1 塁に悪送球しファーストが捕球出来ず 

 

㌽ ショートに失策を記録 

■ 野手からの送球を捕球できなかった（エラー）場合 ・・・ E 

 

（例） ピッチャーが打球を処理し、 

1 塁に送球したが、ファーストが落球 

 

㌽ ファーストに失策を記録 
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4E

5E-3
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■ 野手選択による出塁 （進塁）   ・・・ FC  （フィールダースチョイス） 

■ 走塁妨害   ・・・ OB  (オブストラクション)   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（例） 

打者がレフト前のヒットで出塁 

次打者がショートへのゴロの打球を打った 

1 塁走者が 2塁に進塁しようとしたときにセカンドと

接触して転倒した 

（見解） ボールをもたない、あるいはボールを処

理する行為をしていないときに走塁を妨げる行為

をした 

 

㌽ 妨害したセカンドに失策を記録 

 

  

 

 

（例 1）  

2 番打者が四球で出塁 

3 番打者がセカンドゴロを打った 

セカンドは打球を処理し2塁ホースアウトを狙い送球し

たが 1 塁走者がセーフ、打者走者も出塁 

（見解） 打者走者をアウトにする代わりに先行走者を

アウトにしようと他の塁に送球した為に、1 つのアウト

も取れなかった！ 

 

㌽ 野手選択と失策は区別して記録 

  

（例 2） 

1 番打者がライトオーバーの 3塁打で出塁 

2 番打者がピッチャー前のスクイズバントを試みた 

ピッチャーがキャッチャーに送球しクロスプレーとなっ

たが 3 塁走者はホームインしスクイズ成功 

打者走者も 1 塁に出塁 

（見解） この場合もピッチャーの選択ミスで 1 つのア

ウトも取れなかったと判断する 

⁑但し、サヨナラの場面で本塁に突入した走者に対して本塁

送球を試み走者が帰塁したときは、打者に安打を記録する 

㌽ ピッチャーが何処へ送球したかも補足記入「 -2 」 

 

 

B

4FC

(三)
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4．6 走塁、進塁に関する記入 

 

■ 盗塁   ・・・  S （スチール） ■ 重盗   ・・・  ＤS （ダブルスチール） 

（例） 打者の 2 球目に盗塁し成功 

 

（例） 打者の3球目に 1塁、2塁走者が同時

に盗塁し成功 

 

 

   

■ 盗塁刺殺   ・・・  S 2 – ○Ｔ✓ 

 

（例） 打者の 2 球目に盗塁したが 2 塁 

手前でショートにタッチされ 2 アウト 

  

（例） 打者の1球目に1塁、2塁走者が同時

に盗塁したが、2 塁走者が 3 塁手前でタッ

チアウト、1 塁走者は盗塁成功 

  

 

 

 

 

 

 

 

Ⅱ
6

S2-6T

2 2

4

Ⅰ
S2-5T

BH

5

S
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(五)
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■ 打者による進塁  

 

（例 1） 

3 番打者がショートエラーで出塁 

4 番打者がセンター前のヒットで出塁 

1 塁走者は 2 塁に進塁 

 

㌽ 走者が何番打者の時に進塁したか打者記号を用

いて記入 

 

  

（例 2） 

1 番打者が四球で出塁 

2 番打者がライト線へのヒットで出塁 

1 塁走者は 3 塁に進塁 

 

㌽ 2 個以上進塁したときには 「 ← 」を用いて記入 

 

 

 

 

（例 3） 

2 番打者がセンターオーバーの 2 塁打で出塁 

3 番打者がレフトへのヒットで出塁 

2 塁走者は本塁に生還 

レフトからキャッチャーへの送球間に打者走者が 2 塁

に進塁 

㌽ 送球間の進塁も ← で記入 

詳しくするには、進塁（2 塁コマ）に“（7－2）”を記入 

 

さらに詳しく記入する方法は以下の通りです 

打者に打点がつく場合、その打者記号を ○ で

囲む  （例 3）の場合は ㊂ 
 

 

2 8

(四)

6E1

4

　3 9

(二)

B

20 

1 8(三)

4 7

三 

 

 

 

四 
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4E

■ 失策（エラー）よる進塁  

 

（例 1） 

ショート左への打球を処理しファーストに悪送球 

ファーストが後方へそらす間に打者走者が2塁に進塁 

 

 （例 2） 

3 番打者が四球で出塁 

4 番打者がセンター前の安打を打ったが、センターが

後逸しこの間に 1 塁走者が本塁帰塁 

打者は 2 塁に進塁 

 

㌽ 打者がどのプレイで進塁したか記入 

  この場合、失策による得点なので打点・自責点は

つかない 

■ ランダウンプレイ（狭撃）の記入  

（例 1） 

1 塁ランナーが飛び出し挟まれた 

ピッチャー・ファースト・ショート・セカンド・ファーストと

ボールが転送され、ファーストが走者にタッチしアウト 

 

㌽ 狭殺プレイのときは、最初と最後を確実に記録し、

経過を簡略し記入 （例 1）「1-3-6-4-3T」を簡略 

 

（例 2） 

打者がライトオーバーの 3 塁打で出塁 

次打者がスクイズバントを試みたが空振り 

3塁走者は3本間に挟まれ、キャッチャー・サード・ピッ

チャー・サードとボールが転球され、サードが3塁走者

にタッチしアウト 

 

㌽ 3 塁走者が止まる行為をせずに本塁に走塁したと

きは、盗塁として判断する 

  （例） アウトの場合 「S1-2T✓」 
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Ⅱ
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【 走者その他の記入 】 

■ アピールによるアウト   ・・・ AP      

     

 

 

 

 

 

 

（例） 

打者はセンターオーバーの 3 塁打を打った 

しかし、走塁の際に 2 塁ベースを踏まずに 3 塁に

進塁したと守備側（セカンド）が2塁ベースに触塁し

審判員にアピールした 

審判員がアピールを認め打者走者アウト 

㌽ 打者記録は安打(シングルヒット) 

■ 守備妨害   ・・・ ▲  

 

（例） 

2 アウトから打者が死球で出塁 

次打者が 2 塁方向への打球を打った 

2 塁に向かった 1 塁走者が、まだ内野手が触れて

いない打球に触れ守備を妨害した 

1 塁走者は守備妨害でアウト 

 

㌽ 打者記録は安打 (シングルヒット) 

■ 追い越しアウト   ・・・  Ｐａ （後走者アウト） 

  

(例) 

1 アウトから 3 番打者がショート内野安打で出塁 

4 番打者が死球で出塁し、1 塁走者 2 塁進塁 

5 番打者がライトへの安打を打った 

2 塁走者は 3 塁で止まったが、進塁を焦った 1 塁 

走者（後走者）が、3 塁ベース付近で 2 塁走者（前

走者）を追い越してしまった 

1塁走者が2塁走者を追い越したためにツーアウト 

 

㌽ ランナー追い越しが発生した地点の最も近くに

いる野手に刺殺（走者をアウトにした野手）が記録

されます 
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4．7 ダブルプレー、トリプルプレーに関する記入 

 

■ ダブルプレー   ・・・  該当打者、走者を  {  で結び  DP を記入   

  

 

（例 1） 

先頭打者が死球で出塁 

次打者がショートゴロを打った 

ショートからセカンドに送球され封殺、1 塁 

走者ホースアウト 

セカンドからファーストに送球され封殺、打 

者走者アウト 

（例 2） 

1 アウトから打者がセンター前の安打で出塁 

次打者は三振 

1塁走者が次打者の 5球目に 2塁盗塁を狙

ったが、キャッチャーからセカンドに送球され

2 塁手前でタッチされ 1 塁走者アウト 

㌽左側に記入出来ないときはマス内に記入 

  

（例 3） 

1 アウトから打者がライト前の安打を打っ 

たが、ライトが後逸し 3 塁まで進塁 

次打者はセンターフライを打ち 2 アウト 

センター捕球と同時に 3 塁走者がタッグ 

アップしたが、センターからキャッチャー 

にバックホームされ本塁手前でタッチアウト 

（例 4） 

  ノーアウト走者 3 塁 

  打者はサードゴロを打ちサードからファー 

ストに送球され打者走者アウト 

サードの送球と同時に、3 塁走者が本塁帰 

塁を試みたが、ファーストからキャッチャー 

にバックホームされ本塁手前でタッチアウト  

2 8
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Ⅰ
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■ トリプルプレー   ・・・  該当打者、走者を  {  で結び  TP を記入   

  

（例 1） 

2 番打者が死球で出塁 

3 番打者はピッチャーの野手選択により出塁 

（1 塁走者の進塁を嫌い三塁線の打球を見送ったがフェ

アゾーンに止まった、ピッチャーが直ぐに打球を処理しフ

ァーストに送球すれば、打者走者はアウトになっていた

と判断できたプレー） 

ノーアウト走者 1・2 塁 

4 番打者がサードゴロを打った 

打球を処理したサードは 3 塁を触塁し、2 塁走者

ホースアウト 

サードからセカンドに送球され封殺、1塁走者ホー

スアウト 

セカンドからファーストに送球され封殺、打者走者

アウト 

  

（例 2） 

5 番打者がショートへの内野安打で出塁 

6 番打者がレフト前の安打で出塁 

ノーアウト走者 1・2 塁 

7 番打者のバントをサードがファーストに悪送球 

ノーアウト満塁（走者 1・2・3 塁） 

8 番打者はスクイズを試みた 

打球を処理したピッチャーがキャッチャーに送球し

本塁を触塁、3 塁走者ホースアウト 

キャッチャーからファーストに送球され封殺、打者

走者アウト 

この間に 2 塁走者が本塁帰塁を試みたが、ファー

ストからキャッチャーにバックホームされ、本塁手

前でタッチアウト 

1 塁走者残塁 
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4．8 記事欄への記入 

スコア用紙に下記の項目がない場合は、記事欄に記入します 

■ 投手名－捕手名     ㌽ 投手の投球イニング数も記入  

■ 長打 (本塁打、三塁打、二塁打) 氏名 

■ タイム (攻撃、守備)      ■ 試合中断の記事など 

■ 複数選手交代、走者の進塁過程のメモ書きなど  

 

 (記入例)   

チーム名       投手名             捕手名   本塁打   三塁打    二塁打    

○○○  ○○3 回・○○2 回・○○2 回 － ○○・○○  ○○           ○○、○○ 

○○○  ○○5 回・○○2 回        － ○○                    ○○  
*1

 

 

・タイム※2  

○○○チーム  守備 3 回表 7 回裏    

○○○チーム  守備 7 回表         攻撃 5 回裏 

 

※1 途中中断  5 回表に選手負傷の為 5 分間の中断  

 

※2 打順間違い（先頭打者は 8番打者） 

 

  （備考） *1 ○○    は、○○君が 2 塁打を 3 本打った 

       *2 守備機会に 1 イニング 2 回目のタイムは、野球規則により自動的に投手交代 

 

 

 

全日本軟式野球連盟 適用ルール              

学童部の投球制限について        （平成 26 年度取り決め事項） 

 

投手の投球制限については、肘・肩の障害防止を考慮し、1 日 7 イニングまでとする。 

ただし、特別延長戦の直前のイニングを投げ切った投手に限り、1 日最大 9 イニング 

まで投げることができる。 

 

☆ 参考資料 

学童ホームページ  登録等資料 

「投手の投球制限について（県審判部発行「周知事項」）」 
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 記録に関する規則                               《公認野球規則より》 

【 安 打 】 

10・05 安打の記録は、本条規定により、打者が安全に塁に達した場合に、その打者に与えられ

る。 

（a） 次の場合には安打を記録する。 

（1） フェアボールが、野手に触れる前に、フェア地域に落下するか、フェア地域の後方のフェン

スに当たるか、あるいはフェア地域のフェンスを越えたために、打者が安全に一塁（またはそ

れより先の塁）に生きた場合。 

（2） フェアボールが強すぎるか、または弱すぎたために、野手がその打球を処理しようとしたが

その機会がなくて、打者が安全に一塁に生きた場合。 

   【原注】 たとえば、遊撃手が処理すればアウトにできたかもしれないと思われる打球に対して、

三塁手が飛び出してデフレクトしたり、あるいは途中でカットして処理しようとしたが、結局

プレイができずに終わったような場合などには、安打と記録する。 

   【注】 “デフレクト”とは、野手が打球に触れて球速を弱めるか、あるいは打球の方向を変えた

ことを意味する。 

（3） フェアボールが不自然にバウンドしたために、野手の普通の守備では処理することができ

ないか、または野手に触れる前に、投手板あるいは各塁（本塁を含む）に触れたために、野

手の普通の守備では処理できなくなって、打者が安全に一塁に生きた場合。 

（4） 野手に触れないで外野のフェア地域に達したフェアボールによって、打者が安全に一塁に

生きることができ、しかもその打球は、野手の普通の守備ではとうてい処理できなかったと

記録員が判断した場合。 

（5） 野手に触れていないフェアボールが、走者、審判員の身体または着衣にフェア地域で触れ

た場合。  ただし、走者がインフィールドフライに触れてアウトを宣告されたときには、安打

は与えられない。 

（6） 打球を扱った野手が、先行走者をアウトにしようと試みたが成功せず、しかもその打球に

対して普通に守備をしても、一塁で打者走者をアウトにできなかったと記録員が判断した場

合。 

   【原注】 本条各項の適用にあたって疑義のあるときは、常に 「打者に有利な判定」 を与え

る。 

打球に対して非常な好守備を行なったが、続くプレイが十分でなくアウトをとることができな

かった場合などには、安打を記録するのが安全な方法である。 

 

他に、太陽光線や照明が目にはいり捕球出来なかったとき 

水溜まりのため打球が勢いをなくしたとき 

外野手がライナー性の打球を捕球しようと迷わず突っ込み、低い姿勢で打球をグラブに当て

そらしたときは安打が妥当 

内野手がヒット性の打球を横っ飛びで好捕したが、体勢が十分でないため送球がそれセーフ

になったとき 

（注） 打球が野手のグラブに触れていないとの理由だけで安打を記録するのは不適当です 

 

（b） 次の場合には安打を記録しない。 

（1） 打者の打球で、走者が封殺（フォースアウト）されるか、または野手の失策によって封殺を

免れたような場合。 
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（2） 打者が明らかに安打と思われるボールを打ったにもかかわらず、進塁を義務づけられた走

者（打者が走者となったため）が、次塁の触塁を誤って、アピールによってアウト（封殺）になっ

たときは、その打者には安打を与えず、打数を記録する。 

（3） 打球を扱った投手、捕手または内野手が、次塁を奪おうとするか、元の塁へ帰ろうとする

先行走をアウトにした場合、あるいは普通の守備ではアウトにできたにもかかわらず、失策の

ためにアウトにできなかった場合には、打者に安打を与えず、打数 1 を記録する。 

【注 1】 走者がオーバースライドなどのために いったん触れた塁を離れてアウトになったときに

は打者は走者を進めることができたものとみなして、打者に安打を記録する。 

【注 2】 本項でいう内野手とは、内野手が普通の守備範囲内で守備した場合だけを指し、内野

手がその守備範囲を越えて外野で守備した場合には、内野手とはみなさない。たとえば走者

二塁のとき、打者が遊撃手と左翼手との中間に小飛球を打ち上げた。二塁走者は、捕球され

るのを懸念して離塁が少なかった。落球を見て三塁へ走ったが、遊撃手からの送球で三塁で

アウトになったような場合には、本項を適用しないで打者に安打を記録する。また外野手が打

球を扱った場合には、走行がフォースアウトにされない限り、打行に安打を記録する。 

（4） 打者が一塁でアウトになるだろうと記録員が判断したとき、打球を扱った野手が先行走者

をアウトにしようとして行なった送球または触球行為などが不成功に終わった場合。 

【原注】 打球を扱った野手が、ただちに打者走者に向かわないで、わずかに他の走行をうかが

ったり、または他の塁へ送球するふりをした（実際には送球せず）ために送球が遅れて、打者

を一塁に生かした場合などには、本項を適用しないで、打者に安打を記録する。 

（5） 打球を処理しようとする野手を妨害したために、走者がアウトを宣告された場合。 

ただし、走者が守備妨害によってアウトになった場合でも、記録員がその打球を安打と判断し

た場合には、打者には安打の記録を与える。 

 

【 単打、長打の決定 】 

10・06 安打を単打と記録するか、二塁打で二塁打または本塁打と記録するかは、次によって決定

する。 

 （失策またはアウトをともなった場合を除く） 

 （a） 次の（b）（c）の場合を除いて、打者が一塁で止まれば単打、二塁で止まれば二塁打、三塁

で止まれば三塁打、本塁に触れて得点すれば本塁打と記録する。 

 （b） 塁に走者を置いて、打者の打った安打を扱った野手が、先行走者をアウトにしようと企てて

いる間に、打者走者が数個の塁を奪った場合には、記録員は、打者が自らの打撃だけで得

ることができた塁数ならびに野手選択によって進塁した塁数を参酌して、単打、二塁打、三

塁打または本塁打を決定する 

【原注】 先行走者が本塁でアウトになるか、失策のためにそのアウトを免れた場合は、打者が

三塁を得ていても、三塁打とは記録しない。一塁走行が三塁へ進もうとしてその塁でアウトに

なるか、または失策のためにそのアウトを免れた場合には、打者が二塁を得ていても二塁打

とは記録しない。 

しかし、先行走行がアウトにされる機会がなかったときは、先行走行が進んだ塁数に関係

なく、その打者の塁打数を決定する。すなわち先行走者が一個の塁しか進めなかったり、あ

るいは一個も進めなかったときでも、打者には二塁打と記録される場合もあり、また先行走者

が二個の塁を得ても、打者には単打しか記録されない場合もある。たとえば次の場合であ

る。 

 

① 走者一塁のとき、打者が右前に安打、右翼手は三塁に送球したが、走者は三塁に生き、

打者は二塁を得た ― 記録は単打。 
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② 走者二塁、打者がフェア飛球の安打を放った。走行は捕球を懸念してリードが少なく、三

塁を得たにすぎなかった。この間打者二進 ― 記録は二塁打 

③ 走者三塁、打者の打球は高いフェア飛球となる。一度リードをとった走行は、球が捕らえ

られるとみて帰塁した．ところが球は捕らえられず安打となったが、走行は得点できず、打者

はこの間に二塁を得た  ― 記録は二塁打 

（c） 長打を放った打者が、二塁または三塁を得ようとしてスライディングを試みたときには、進ん

だ最後の塁を確保してはじめて、二塁打または三塁打と記録する。打者走者がオーバースラ

イドして塁に戻る前に触球アウトになった場合には、打者走者が安全に確保した塁と同数の

塁打を与える。すなわち、打者走者が二塁をオーバースライドして触球アウトになれば単打

を与え、三塁をオーバースライドして触球アウトになれば二塁打と記録する。 

【原注】 打者走者が二塁あるいは三塁をオーバーランして、その塁に戻ろうとして触球アウトに

なった場合には、打者走者が最後に触れた塁によって、その塁打を決定する。 

    打者走者が二塁を踏んで通過し、引き返そうとして触球アウトになったときには、二塁打が

与えられ、打者走者が三塁を踏んで通過し、引き返そうとして触球アウトになったときには、

三塁打が与えられる。 

（d） 打者が安打を放ったが、触塁に失敗してアウトになった場合は、安全に得た最後の塁によ

って、単打、二塁打、三塁打を決定する。すなわち、打者走者が二塁を踏まないでアウトにな

ったときには単打、三塁を踏まないでアウトになったときには二塁打、本塁を踏まないでアウ

トになったときには三塁打を、それぞれ記録する。一塁を踏まないでアウトになったときには、

打数一を記録するだけで、安打を記録しない。 

【注】 本項は、安打を放った打者が触塁に失敗してアウトになった場合だけでなく、前位の走行

に先んじてアウトになった場合にも適用される。 

（e） 打者走行が 7.05（打者と走者が安全に進塁できる場合）または 7.06（オブストラクション）（ａ）

の規定に基づいて、二個または三個の塁、あるいは本塁が与えられた場合には、打者走者

が進んだ塁によって、それぞれ二塁打、三塁打、本塁打と記録する。 

 

【打 点】 

10・04 打点の記録は、本条規定により、打者の打撃が得点の原因となった場合に、その打者に与

えられる。 

 （a） 次の場合には打点を記録する。 

  （1） 打者が、失策によらず、安打、犠牲バント、犠牲フライ、または内野のアウトおよび野手選

択によって走者を得点させた場合。ただし、本条（b）が適用された場合は除く。 

  （2） 満塁で、四死球、妨害（インターフェア）および走塁妨害（オブストラクション）によって打者

が走者となったために、走者に本塁が与えられて得点が記録された場合。 

（3） 無死または一死で、打者の打球に対して失策があったとき三塁走者が得点した場合は、

その失策がなくても、走者は得点できたかどうかを確かめ、失策がなくても得点できたと認

めれば、打者には打点を与える。 

（b） 次の場合には打点を記録しない。 

  （1） 打者がフォースダブルプレイまたはリバースフォースダブルプレイとなったゴロを打って走

者を本塁に迎え入れた場合。 

（2） 打者がフォースダブルプレイとなるようなゴロを打ち、第一アウトが成立した後、一塁（また

は一塁以外の塁）での第二アウトに対する送球を野手が捕らえ損じたために、その野手に

失策が記録されたときに走者が得点した場合。 

（c） 野手がボールを持ちすぎたり、あるいは塁へ無用な送球をするようなミスプレイの間に走 

   者が得点した場合に、記録員が打者に打点を与えるかどうかは、次の基準に参酌して決す

る。すなわち、このようなミスプレイにもかかわらず、この間走者が走り続けて得点した場合
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には、打者には打点を記録するが、いったん止まった走者が、このミスプレイを見た上で、

走り直して得点した場合には、野手選択による得点と記録して、打者には打点は与えられ

ない。 

 

【自責点】 

10・16a 

 自責点は、安打、犠牲バント、犠牲フライ、盗塁、刺殺、野手選択、四死球（故意四球も含む）、

ボーク、暴投（第三ストライクのときに暴投して打者を一塁に生かした場合も含む）により、走者

得点するたびごとに記録される。ただし、守備側が相手チームのプレーヤーを三人アウトにでき

る守備機会をつかむ前に、前記の条件をそなえた得点が記録された場合に限られる。なお、守

備側の妨害は、ここでいうアウトの機会に含まれる。 

 

【公認野球規則】 10・16 を熟読しましょう 

 

 

 記録の算出方法    

     
■ 規定打席・・・試合数×3.1 

■ 規定投球回・・・チームの試合数と同数。試合数の 1/3 以上が必要。 

■ 出塁数・・・安打＋四死球＋妨害による出塁 

■ 出塁率・・・（安打数＋四死球）÷（打数＋四死球＋犠飛数） 

■ 守備機会・・・刺殺＋補殺＋失策 

■ 守備率・・・（刺殺＋捕殺）÷（刺殺＋捕殺＋失策） 

■ 勝率・・・勝数÷（勝数＋敗数） 

■ 打数・・・打席－（四死球＋犠打＋犠飛＋走塁妨害＋打撃妨害） 

■ 打席数・・・打数＋四死球＋犠打＋犠飛＋打撃妨害 

■ 奪三振率・・・（奪三振数×9）÷投球回数 

■ 打点・・・安打数＋犠打＋犠飛＋野手選択＋四死球＋走塁妨害＋打撃妨害で走者が得 

       点した点数と同じ点が打者に与えられる。 

■ 打率・・・安打数÷打数 

■ 長打率・・・塁打数÷打数 

■ 投球回数・・・投球したイニングの合計回数のこと。 

■ 盗塁成功率・・・盗塁÷（盗塁+盗塁死）×100 

■ 盗塁阻止率・・・盗塁刺÷(盗塁された数＋盗塁刺）×100 

■ 得点圏打率・・・得点圏での安打数÷走者得点圏打数 

■ 防御率・・・自責点×9÷投球回数 

■ 本塁打率・・・打数÷本塁打数 

■ 塁打数・・・（単打数×1＋2塁打×2＋3 塁打×3＋本塁打×4）÷打数編集 
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 審判員参考資料                          《 競技者必携 2012 より 》 
 

【 集合と挨拶 】 

試合前の集合 

1. ユニフォームを着た両チームの全員が、それぞれ自軍のベンチ前に整列して、集合の合図を待つ。 
2. 審判員は試合開始予定時刻の 5 分前に、両チームに集合を呼び掛け、本塁方向に向かう。 

3. 審判員は捕手席の後方に、本塁を中心とした横一列（右から 1 塁審、球審、2 塁塁審、3 塁塁審の順）に

並ぶ。なお外審が付く場合は、その左右に並ぶ。 

4. 両チームの選手は、打者席の外側に主将を先頭にして、向かい合って 1 列に整列する。 

 ① 両チームの主将に握手させる。 

 ② 球審の合図により全員脱帽をして、相互に礼を交わす。 

 ③ 守備側のチームは、その場から守備位置に向かう。 

試合の終了 

1. 試合前と同じに整列し 両チームの主将に握手させる。 

2. 球審が「ゲーム」と宣告した後に全員脱帽をして、相互に礼を交わす。 

 

【 試合の開始 】 

球審は投手の準備投球が終了したら、マスクを着け、捕手の後方に位置する。 

○宣告用語 「プレイ」 

○宣告  球審は塁審（外審を含む）及びプレーヤーが所定の位置についているかを確認し、打者が打者席

についたら足を開いてオンザラバーのスタンスを取り、投手が正規に投手板に位置したら右手を伸ばし

て「プレイ」を宣告する。 

 

【 投球の判定 】 

投球は目で追い（トラッキングで行い顔や上体を動かしてはいけない）、ストライクゾーンの点を通過したかし

ないかで、「ストライク」か「ボール」かを見極め、投球がミットに入ってからコールする。 

 

1．ストライク 

○宣告用語 「ストライク・ワン」 「ストライク・ツー」 「ストライク・スリー」 

○宣告  構えている姿勢を起こし右手を握って、肘から先が地面と直角になるように上げてコールする。 

2．ボール 

○宣告用語 「ボール・ワン」 「ボール・ツー」 「ボール・スリー」 「ボール・フォー」 

○宣告  構えたままでコールし、動作は行わない。 四球を打者が気づかなかったときは、声で一塁に進む

ことを促す。（左手で一塁を指さすジェスチャーはしない） 

塁に走者がいないとき、投手はボールを受けた後、十二秒以内に投球しなければならない。投手がこの規

則に違反して試合を長引かせた場合には、球審はボールを宣告する。 

十二秒の計測は、投手がボールを所持し、打者がバッタースボックスに入り、投手に面したときから始ま

り、ボールが投手の手から離れたときに終わる。 

 

 

【 ストライクゾーン 】 

 

打者の肩の上部とユニフォームのズボンの

上部との中間点に引いた水平のラインを上

限とし、ひざ頭の下部のラインを下限とする

本塁上の空間をいう。このストライクゾーン

は打者が投球を打つための姿勢で決定さ

れるべきである。 

【注】 打つための姿勢とは、打者が踏み出

して打とうとするときの姿勢をいう。 
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3．ボールカウントの表示 

  両手を頭のあたりまで上げ、左手の指で「ボール」の数を、右手の指で「ストライク」の数を示す。 

  はじめに「ボール」の数を、次に「ストライク」の数をコールする。 

 

【 ヒット・バイ・ピッチ （死球） 】 

その場か、または左右どちらか（打者の反対側）に動いて宣告する 

○宣告用語 「ヒット・バイ・ピッチ」 

○宣告  まず、両手を上げてボールデッドのジェスチャーをし、「ヒット・バイ・ピッチ」と宣告して、打者を一塁 

に進ませる。 明らかに死球の場合は、ボールデッドのジェスチャーを省いてもよい。 

バウンドしない投球がストライクゾーンで打者に触れたと場合には、打者がこれを避けようとしたかどうかを

問わず、すべてストライクが宣告される。 

しかし、投球がストライクゾーンの外で打者に触れ、しかも、打者がこれを避けようとしなかった場合には、

「ボール」が宣告される。 

 

【 ボーク 】 

 ボークにもかかわらず、プレイが続けられた揚合は、結果によって成り行きになるか、ボークを適用するかを

判断する。 

○宣告用語 「ボーク」 または 「ザッツ・ボーク」 

○宣告  ＊ボークがあった揚合でも、即ボールデッドにならず、成り行きになる可能性があるので、次の要

領で「ボーク」とコールする 

投球＝球審はコールのみ 塁審は右手で投手を指さし、「ボーク」とコールする。 

送球＝球審塁審共に、右手人差し指で投手を指さし、「ボーク」とコールする。 

＊プレイがなかったら、コール後直ちに「タイム」を宣告して、ボークの処置をとる。 

コール後プレイがあったときは、プレイを進めたが結果的にボークを適用する場合には、プレイが一段落

してから、改めて「タイム」を宣告してボークの処置をとる。 

a) 投手板に触れている投手が、投球に関連する動作を起こしながら、投球を中止した場合 

b) 投手板に触れている投手が、《一塁または三塁》に送球するまねだけして、実際に送球しなかった場合 

c) 投手板に触れている投手が、塁に送球する前に、足を直接その塁の方向に踏み出さなかった場合 

d) 投手板に触れている投手が、走者のいない塁へ送球したり、送球するまねをした場合 

ただし、プレイの必要があればさしつかえない 

e) 投手が反則投球をした場合 

f) 投手が打者に正対しないうちに投球した場合 

g) 投手が投手板に触れないで、投球に関する動作をした場合 

h) 投手が不必要に試合を遅延させた場合 

i) 投手がボールを持たないで、投手板に立つか、これをまたいで立つか、あるいは投手板を離れていて投

球するまねをした場合 

j) 投手が正規の投球姿勢をとった後、実際に投球するか、塁に送球する場合を除いて、ボールから一方の

手を離した場合 

k) 投手板に触れている投手が、故意であろうと偶然であろうと、ボールを落とした場合 

l) 故意四球が企図されたときに、投手がキャッチャーズボックスの外にいる捕手に投球した場合 

m) 投手がセットポジションから投球するに際して、完了に静止しないで投球した場合 

ペナルティ  

ボークが宣告されたときは、ボールデッドとなり、各走者は、アウトにされるおそれなく、一個の塁が与えられ

る。ただし、ボークにもかかわらず、打者が安打、失策、四死球、その他で一塁に達し、かつ、他のすべての

走者が少なくとも一個の塁を進んだときには、プレイはボークと関係なく続けられる。 

 

【 打球の判定 （責任範囲） 】 

■ゴロ 

 一・三塁までは球審、それより以遠は塁審が判定する。 

 球審は、ファウルライン際の打球は、ラインをまたいでフェア、ファウルの判定を行う。 
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■内野へのライナー 

内野へのライナーに対しては、一番よく見える位置にいる審判員（オープン・グラブ・ボリシー）が原則として、

キャッチまたはノーキャッチを判定する。 

 ＊二塁塁審が中にいる場合、次の打球の判定をする。 

ＰＬ  投手ヘの打球および極端な前進守備をとった内野手への．正面の打球を判定する。 

ⅠB  一塁手の正面および．一塁手からライン寄りの打球ならびに二塁手の左の打球について判定する。 

ⅡB  二塁手または遊撃手の正面の打球、一塁手または二塁手の右に飛んだ打球ならびに三塁手または

遊撃手の左に飛んだ打球について判定する。 

ⅢＢ  三塁手の正面およびミ三塁手からライン寄りの打球ならびに遊撃手の右に飛んだ打球について判定

する。 

＊ニ塁塁審が外にいる場合 

オープン・グラブ・ポリシー（グラブの腹側の塁審が判定する）の原則に従う。同時に、審判貝相互の意思の

疎通が心要である。 

 

■外野の飛球 

 試合の審判員の員数制によって責任区分は異なる、四人制における基本的な責任区分は、右翼側ファウ

ル地城を含め右翼手までは一塁塁審。左翼側はファウル地域を含め左翼手までは三塁塁審。その他は二塁

塁審が担当する。 

二塁塁審が内野内に位置した場合は、中堅を中心にして右側は一塁塁審、左側は三塁塁審が担当する。 

いずれの場合でも、通常の飛球は角度をとり、深追いをせず、余裕を持って捕球の体認ができる程度にとど 

める。 

しかし、難飛球（トラブルボール）の場合はできるだけ近付き、捕球の有無が確認できる角度をとる。なお、そ

のときはそのまま外野にとどまる。 

 

■外審の責任区分 

通常一・三塁塁審を越えた打球を判定する。 

右翼外審は、右翼側ファウル地域を含め右翼手までの前後の地域。左翼外審は、左翼側ファウル地域を含

め左翼手までの前後の地域。その他は二塁塁審が担当する。 

二塁塁審が内野内に位置した場合は、中堅を中心にして右側は右翼外審。左側は左翼外審が担当する。 

 

■フェアボール 

○宣告用語 「ノーボイス （発声はしない）」 ジェスチャーのみ 

○宣告  フェア地域の方向へ片手で指さして（球審はマスクを持つたままでもよい）、ポイントをし、フェアで 

あることを示す。この場合、打球から目を離さないように注意する。なお、ライン際の打球、フェンス際の打

球などは、フェアのジェスチャーを強調する。 

ショートバウンドで捕った打球や、落球があった場合には、「ノーキャッチ」とコールして両手を大きく横に

開く。 

 

■ファウルボール 

宣告は立った姿勢で行う。 

ライン際の打球は追って近付き、止まってラインをまたいで見極める。 

ネットあるいはフェンス際の飛球は、いち早くその場所に移動して、打球がネットやフェンスに触れたかどうか

の確認ができる位置をとる。 

○宣告用語 「ファウルボール」 

○宣告  両手を「ハの字」に開いて高くし上げ、「ファウルボール」と宣告にする。 球審は、マスクを着けた

まま、または片手（左手）に持つたままでもよい。 

フェアかファウルか際どい場合は、ジェスチャー、コールを強調する。 

 

【 セーフ 】 

プレイを見極めて宣告する。            

○宣告用語  「セーフ」 

○宣告  両腕を地面と平行になるように横に開いて、「セーフ」とコールする。マスクは常に左手で持つ。 
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【 アウト 】 

プレイを見極め、一呼吸の間を置いて宣告する。 

○宣告用語  「アウト」 

○宣告  捕球を確認したら右手を握って、肘から先が地面と直角になるように上げて 「アウト」とコールす

る。マスクは常に左手で持つ。 

 

【 故意落球 】  

 原則として球審が前に出て、内野手がフェアのフライまたはライナーを故意に落としたかどうかを見極める。 

 無死または一死で、走者が一塁、一二塁、一三塁、満塁のときに適用される。（ボールデッド） 

○宣告用語  「故意落球」 

○宣告 球審は、ホームプレートの前方、ダイヤモンド内に移動して、「タイム」を宣告し、右手で野手を指さし

「故意落球」と宣告し、「バッターアウト」をコールする。 

 

【 インフィールドフライ 】 

インフィールドフライの規則適用の状況が生じたときは、右手を左胸に当てて、審判員相互のシグナルの交 

  換をする。 

  内野手が、普通の守備行為で捕球できると見極めたら、直ちに宣告する。 

  しかし、風の強いときなどは宣告を早まらないように、内野手の守備行為を見極めてから宣告する。 

  無死または一死、走者が一二塁、満塁のときに適用される （ボールインブレイ） 

○宣告用語  「インフィールドフライ」 

○宣告 原則として球審が前に出て打球を見極めてから、右手人差し指で打球を指さし、「インフィールドフラ

イ」と宣告した後、間をおいて「バッターアウト」とコールする。なお、塁審も「インフィールドフライ」を宣告

する。塁審が宣告した場合、球審も塁審の判定に合わせて必ず宣告する。 

ファウルライン際の飛球に対しては、ファウルボールになれば 「インフィールドフライ」にはならないから、 

特に「イン・フェア」を付け加える。 

無死または一死で、走者が、一・二塁、一・二・三塁にあるとき、打者が打った飛球（ライナーおよびバントを

企てて飛球となったものを除く）で、内野手が普通の守備行為をすれば、捕球できるものをいう。この場合、

投手、捕手および外野手が、内野で前記の飛球に対して守備したときは、内野手と同様に扱う。 

審判員は、打球が明らかにインフィールドフライになると判断した場合には、走者が次の行動を容易に 

とれるように、ただちに“インフィールドフライ”を宣告しなければならない。また、打球がベースラインの近く

に上がった場合には“インフィールドフライ・イフ・フェア”を宣告する。 

 インフィールドフライが宣告されてもボールインプレーであるから、走者は離塁しても進塁してもよいが、そ

の飛球が捕らえられれば、リタッチの義務が生じ、これを果たさなかった場合には、普通のフライの場合と

同様、アウトにされるおそれがある。 

 たとえ、審判員の宣告があっても、打球がファウルボールとなれば、インフィールドフライとはならない。 

【付記】 インフィールドフライと宣告された打球が、最初に（何物にも触れないで）内野に落ちても、ファウル

ボールとなれば、インフィールドフライとはならない。また、この打球が、最初に（何物にも触れなで）ベース

ラインの外へ落ちても、結局フェアボールとなれば、インフィールドフライとなる。 

 

【 場外二塁打 （エンタイトルツーベース） 】 

塁審は、打球を追って打球が一度地面に触れてから（間接）、フェンスを越えたかどうかを確認する。 

○宣告用語  「ツーベース」 

○宣告 フェンスを越えてボールデッドの箇所に入った場合は「タイム」を宣告し、続いて右手を上げて二本の

指を立てて「ツーベース」と宣告する。なお、ライン際の打球については、まず「フェア」のジェスチャーを強

調し、一拍置いて「タイム」「ツーベース」と宣告する。 

 

【 場外本塁打 （ホームラン） 】 

塁審は、打球を追い直接フェンスを越えたかどうかを確認する 

○宣告用語  「ホームラン」 

○宣告 フェンスを越えたことを確認した後、右手の指を立て頭上で大きく回して、「ホームラン」と宣告する。 
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【反則打球 】 

 打者が足（両足、片足を問わない）バッタースボックスの外へ踏み出して、地面についてからバットに投球を当

てたかどうかを確認する。 

○宣告用語  「タイム」・「反則打球バッターアウト」・（例）ランナー・サードベース 

○宣告 球審はタイムを宣告し、左手で打者を指さして「反則打球」と宣告し、続いて「バッターアウト」をコー

ルする。走者が走っているようなときは、走者を投球当時占有にしていた塁に戻す。 

a) 打者が片足または両足を完全にバッタースボックスの外に置いて打った場合 

b) 投手が投球姿勢にはいったとき打者が一方のバッタースボックスから他方のバッタースボックスに移

った場合。 

c) 打者がバッタースボックスの外に出るか、あるいはなんらかの動作によって、本塁での捕手のプレイお

よび捕手の守備または送球を妨害した場合。 

しかし例外として、進塁しようとしていた走者がアウトになった場合、および得点しようとした走者が打者

の妨害によってアウトの宣告を受けた場合は、打者はアウトにならない。 

d) 打者が、いかなる方法であろうとも、ボールの飛距離をのばしたり、異常な反発力を生じさせるように

改造、加工したと審判員が判断するバットを使用したり、使用しようとした場合。 

 

【打撃妨害 （インターフェア） 】 

直ちにボールデッドになる場合と、プレイの推移を見極める場合とがある。 

○宣告用語  「打撃妨害」 または 「インターフェア」 

○宣告 球審は左手で捕手を指さして「打撃妨害」と宣告する。 

    ① プレイがない場合・・・・・打者に一塁を与える （ボールデッド） 

プレイがある場合・・・・・プレイの推移を見る（インプレイ） 

② 妨害にかかわらずプレイが続けられたときは、球審は左手で捕手を指さして「打撃妨害」と宣告する。 

プレイが一段落した後に「タイム」を宣告し、ダイヤモンド内に移動して再度右手で捕手を指さし「打撃 

妨害」を宣告する。 打者が一塁でアウトになったような場合は、打者に一塁を与える。打者が一塁に

生きた場合は、妨害はなかったものと見なされる等の規則に則った処置を取る。処置後、球審は公式

記録員に向かって、左手甲をたたいて 「打撃妨害」があったことを知らせる。 

③ 打者がアウトになった場合でも、「監督の選択権」が生じる場合がある。 

しかし、攻撃側にその申出を促すような態度をとる必要はないが、試合進行をスムーズにするために、

プレイが一区切りした後に、攻撃側ベンチに向かって、プレイ中に「打撃妨害」が生じたことを知らせる

ために、再度ジェスチャーを行うことは差支えない。 

a) 捕手が打者または打者のバットに触れた場合。ミットをはじめ、捕手が身につけている野球具で触れ

ても同様。 

b) 捕手がボールを持たずに、本塁上または本塁より前に出てきた場合。 

c) 打者が打つ前に、捕手または野手が投球を本塁上または本塁より前で捕球した場合。 

 

【 本盗またはスクイズのときの打撃妨害 】 

三塁走者の走塁行為、捕手の位置に注意する。 

○宣告用語  「打撃妨害」 または 「インターフェア」 

○宣告 球審は、「タイム」と宣告し、捕手を左手で指さして「打撃妨害」と宣告し、直ちに三塁走者の進塁（得

点）を認め、続いて打者を一塁に進める。また、他に走者がある場合は、盗塁行為の有無に関係なくボーク

によって一個の進塁を認めしる。 

 

 

 

三塁走者が、スクイズプレイまたは盗塁によって得点しようと試みた場合、捕手またはその他の野手

がボールを持たないで、本塁の上またはその前方に出るか、あるいは打者または打者のバットに触

れたときには、投手にボークを課して、打者はインターフェアによって一塁が与えられる。この際はボ

ールデッドとなる。 
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【 ハーフスイング 】 

監督または捕手からハーフスイングの裁定に要請があった場合は、球審はマスクを付けたまま横に（一任す 

る塁審の方向）一・二歩移動して、右打者のときは一塁塁審を、左打者のときは三塁塁審を左手で指さすか、 

手のひらで、要請についての裁定を一任する。（四人制以外のときは、同じ要領で中にいる塁審に裁定を一

任する） 

球審がハーフスイングか否か判断できなかった場合、独自の判断で塁審に要請することもある。 

なお「スイング」の裁定がなされた時は、球審はあらためて「ストライク」をコールする。 

○宣告用語  球審＝「振った？」  塁審＝「スイング」 「ノースイング」 

○宣告 塁審は、球審から要請があった場合、振ったと判定したときは、「スイング」とコールして、アウトと同

じジェスチャーで示し、振っていないと判定したときは、「ノースイング」とコールして、セーフと回しジェスチ

ャーで示す。なお、球審は「スイング」「ノースイング」のコールにかかわらずボールカウントを表示する。 

 

【守備と走塁】 

フォースプレイはプレイ全体が見える位置で、タッププレイは野手の邪魔にならない位置で見る。 

いずれの場合も、角度と距離に注意する。 

内野フライは球審が前に出て見る。 

外野フライは塁審が打球を追って見る。 

内野側のファウルフライは、近くの審判員できる限りプレイを正面から見るようにする。 

 

■一塁塁審、三塁塁審の位置 

一塁塁審、三塁塁審はファウルラインの外側に位置する。 

 

■塁審の構え方 （セットポジション） 

一球ごとにセットポジション（セットの姿勢）をとる。ただし、走者がいないときに、スタンディング・七ットポジショ

ン（立ったままで膝を少し曲げ、いつでもスタートできる姿勢）でもよい。プレイの判定のときは、セットボジショ

ンで構える。 

○セットポジションの構え方 

一、膝を軽く曲げる。腰を曲げない。 

二、両手を膝または太ももの上に置く。 両脚の内側に置かない。 

三、頭を上げる。頭を落としてはいけない。 

四、肘をまっすぐにする。 

五、肩の力を抜き、リラックス。 

六、重心は前に置き、機敏に動けるようにする。 

 

■塁審の待機位置と姿勢 

攻守交代時における塁審の待機位置と待機姿勢は、一・三塁塁審はベースの約 20 メートル（または芝の切

れ目約５メートル）後方で内側に約３メートルとし、二塁塁審は二塁ベースと七ンターとの中間付近とする。 

いずれも、観客・選手と離れた位置とし、足を肩幅に開いてリラックスして、手は後ろで組む姿勢とする。 

 

【 セーフ 】 

○宣告用語  「セーフ」 

○宣告 セーフを確認したら、指をつけ両腕を地面と平行になるように横に開いて「セーフ」とコールする。 

一塁でのプレイ、または他の塁でのフォースプレイのとき、野手の足が塁（バッグ）から離れたためにセー

フになった場合は、「セーフ」とコール後、引き続いて足が離れた方向へ、両手を振って「オフ・ザ・バッグ」

とコールする。 

 

【 アウト 】 

○宣告用語  「アウト」 

○宣告 捕球を確認したら、右手を握って肘から先が地面と直角になるように上げて「アウト」とコールする。 

 

【 キャッチ 】 

○宣告用語  「キャッチ」 

○宣告 フライ等を捕球したときは、アウトと同じジェスチャーで「キャッチ」とコールする。 
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【 ノーキャッチ 】 

○宣告用語  「ノーキャッチ」 

○宣告 フライ等を捕球できなかったときは、セーフと同じジェスチャーで「ノーキャッチ」とコールする。 

 

【 テイク・ワン 】 

① 投球、または投手板上からの送球がボールデッドの箇所に入ったかどうかを確認する。(野手を通過して

から再び野手に触れ、ボールデッドの箇所に入れば、テイク・ツーとなる) 

② 投球に、捕手がマスク等を故意に触れさせたかを確認する(ボールインプレー) 

○宣告用語  「テイク・ワン」 

○宣告 

① ボールデッドの箇所に入った場合は、「タイム」を宣告し、続いて右手を上げ、指を立て「テイク・ワン」と

宣告する。 

② 球にマスク等が触れた場合は、右手を上げ、一本の指を立て、「テイク・ワン」と宣告する。 

 

【 テイク・ツー 】 

送球（投手板上からの送球を含む）に、グラブ等を投げて当てたか（ボールインブレイ）、送球がボールデッド

の箇所に入ったかどうかを確認する。 

○宣告用語  「テイク・ツー」 

○宣告 ボールデッドの箇所に入らない場合は、右手を上げ、二本の指を立て「テイク・ツー」と宣告する。 

 ボールデッドの箇所に入った場合は、「タイム」を宣告し、続いて右手を上げ、二本の指を立て、「テイク・ツ

ー」と宣告する。 

 

【 テイク・スリー 】 

フェアの打球に、グラブ等を投げて当てたかどうかを確認する （ボールインブレイ） 

○宣告用語  「テイク・スリー」 

○宣告 右手を上げ、三本の指を立て、「テイク・スリー」と宣告する。 

 

【 守備妨害 （インターフェア） 】 

○宣告用語  「インターフェア」 または 「守備妨害」 

○宣告 

① 打者が盗塁時捕手の送球を妨害した場合、球審は、左手で打者を指さして「インターフェア」を宣告し、

状況によっては「タイム」を宣告して、アウトのジェスチャーで「バッターアウト」をコールし、走行を元の塁

にもどす。 

② 走者が妨害した場合、塁審は、ます妨害発生の瞬間「タイム」を宣告し、右手で妨害をした走行を指さし

て、「インターフェア」と宣告して、「アウト」をコールする。 

③ 観衆が妨害した場合、「タイム」と宣告し、続いて左手首を振って観衆の妨害があったことを示す（ノー

ボイス） 球審は、妨害がなかったらどうなったかを判断して、その後の処置をとる。 

 

【 走塁妨害 （オブストラクション） 】 

妨害された走者が、直接プレイの渦中にある場合（ａ項）か、その他の場合（ｂ項）かを見極める。 

○宣告用語  「オブストラクション」 

○宣告 ａ項の場合は、直ちに「タイム」を宣告し、右手で妨害をした野手を指さして、「オブストラクション」を宣

告し、続いて右手で妨害を受けた走者に対して、進塁を示す。 

 ｂ項の場合は、直ぐに妨害した野手を指さし「オブストラクション」のシグナルをし、すべてのプレイが一

段落してから「タイム」を宣告し、その後に走者の不利益を取り除く処置を取る。（先の塁に進めるか、とど

めるか） 

 

【 追い越し 】 

後位の走者が、追い越したかどうかを見極める。 

○宣告用語  「追い越しアウト」 

○宣告 右手で追い越した走者を指差して、「追い越しアウト」と宣告し、その走者を取り除く。 

なお、逆走のときは追い越された走者がアウトになる。 
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【 ラインアウト 】 

野手がタッグをしようとしたとき、走者と塁を結ぶ線から左右各三フィート以上逃げたかどうかを見極める。 

ラインアウトが発生したら、走者に近い審判員が素早く宣告する。 

○宣告用語  「ラインアウト」 「ランナーアウト」 

○宣告 走者の方に一歩踏み込んで、右手でラインアウトの地点を指差して、「ラインアウト」と宣告、続いて

「ランナーアウト」をコールする。 

 

【 アピール 】 

アビールを期待するような態度をしてはならない。 

○宣告用語  「アウト」 または 「セーフ」 

○宣告 アピールを認めたら「アウト」。認めなければ「セーフ」とコールして、ジェスチャーで示す。 

○対応 

同じ塁を二人以上の走者が通過した場合は、「どの走者」かを聞く。 

ボールデッド中にアピールがあった場合は、「タイム中」と言う。 

正当でない場所でアビールがあった場合は、「場所が違う」と言う。 

塁を通過するか、リタッチを果たさないで進塁した走者に、塁上で触球してアビールをした場合、 

① 打球を追うなどで、塁の空過またはリタッチの確認ができなかった審判員は、確認した審判員に裁定を

一任する。 

② 裁定を一任された審判員は、アピールのあった塁の方向へ進んで、判定を宣告する。 

 

【 タイムプレイ 】 

○宣告用語  「一点」 または 「無得点」  

○宣告 第三アウトがフォースプレイ以外のアウトの場合。そのアウトより早く他の走者が本塁に達したときは、

右手でホームプレートを指しながら「ランスコア」をコールし、続いて公式記録員に向かって右手を上げて

「一点」とコールする。 

また、第三アウト成立直後に本塁に到達したような場合は、公式記録員に向かって両手を顔の辺りで交

差し、「ノーランスコア」にとコールし、交差した両手をその位置で横に開いて、得点が無いことを示す。 

 

【 試合の停止 】 

 宣告の時期を見極めて宣告する。 

○宣告用語  「タイム」 

○宣告 両手を「ハの字」に開いて高く上げ、前に出るか横に移勤して「タイム」と宣告する。他の審判員も同

調する。 

 

【 試合の再開 】 

ボールを待った投手が投手板に位置したか、併せて再開の条件が整っているかを確認する。 

○宣告用語  「プレイ」 

○宣告 球審は、捕手の後方に立ち、「オンザラバー」のスタンスをとり、投手が正規に投手板に位置したら

右手を伸ばし、「プレイ」と宣告する。 

 

【 試合の終了 】 

 試合前の集合と同じ 

○宣告用語  「ゲーム」 

○宣告   ① 両チームの主将に握手をさせる。 

 ② 球審は右手を高く上げ「ゲーム」と宣告する。 

         ③ 全員脱帽して相互の礼を行う。 

 

 

2013 年 11 月 発行 

2015 年 1 月 改正 
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マスの区分 

 

ベースの表記 アウトカウント、残塁 得点   

 自責点  

イニング終了  

試合終了 

打点 打者記号〇で囲む 

1 塁 

2 塁 

3 塁 

本塁 

A 

B 

C 

D 

1 アウト 

2 アウト 

3 アウト 

 残塁 

Ⅰ 

Ⅱ 

Ⅲ 

ℓ 

野手記号 

1（ﾋﾟｯﾁｬｰ） 

2（ｷｬｯﾁｬｰ） 

3（ﾌｧｰｽﾄ） 

4（ｾｶﾝﾄﾞ） 

5（ｻｰﾄﾞ） 

6（ｼｮｰﾄ） 

7（ﾚﾌﾄ） 

8（ｾﾝﾀｰ） 

9（ﾗｲﾄ） 

打者記号 

㈠ 1 番打者 

㈡ 2 番打者 

㈢ 3 番打者 

㈣ 4 番打者 

㈤ 5 番打者 

㈥ 6 番打者 

㈦ 7 番打者 

㈧ 8 番打者 

㈨ 9 番打者 

特別延長戦の走者の記入  TR 

選手交代の記入 

投手交代 P    守備交代 野手記号 

代走 R    代打 H 

ボールカウント欄記号 

ストライク Ẇ     ボール  ● 

ファウル  Ṉ     関連記号 ✔ 

空振り ἶ   ﾊﾞﾝﾄﾌｧｳﾙ ―  ﾊﾞﾝﾄ空振り Ẉ 

投手、捕手に関わる記入 

四球 B     死球 D 

暴投 W    ボーク BK 

牽制死   捕逸 P 

打撃妨害 2IF  

三振 SO  振り逃げ(暴投) S3  振り逃げ(捕逸)  S3 

 見送り三振 SO○   空振り三振 SO⊕   

ｽﾘｰﾊﾞﾝﾄ失敗(空振り) SO◎     ｽﾘｰﾊﾞﾝﾄ失敗(ﾌｧｳﾙ)  SOṈ 

ｷｬｯﾁｬｰが捕球できず1 塁に送球しｱｳﾄ成立 SO2Ṩ3 

安打の記入 打球の記入 

ﾗｲﾅｰ Ṉ   

ﾌﾗｲ        

ﾌｧｳﾙﾌﾗｲ  f 

走者に触殺  T 

ｲﾝﾌｨｰﾙﾄﾞﾌﾗｲ  IF 

犠打の記入 

犠打    

※1 塁にﾌｧｰｽﾄ以外が 

入ったとき ○ー○A 

ｽｸｲｽﾞ  

犠飛  ẍ 

ﾀﾞﾌﾞﾙﾌﾟﾚｰ DP{  

ﾄﾘﾌﾟﾙﾌﾟﾚｰ TP{  単打 

2 塁打 

3 塁打 

本塁打 

内野安打 

ﾊﾞﾝﾄﾋｯﾄ 

攻撃側その他 

放棄ｱｳﾄ DO 

反則打球 ú 

打順間違い ú 

走塁、進塁の記入 

盗塁 S 

重盗 DS 

盗塁刺殺 S2-○T✔ 

進塁 Ẕ  

走塁、進塁その他 

ｱﾋﾟｰﾙｱｳﾄ AP 

守備妨害 ▲ 

追越しｱｳﾄ Pa 

ﾗﾝﾀﾞｳﾝﾌﾟﾚｲ ○･･･○ 

守備側の失策その他 

失策 E 

悪送球 W 

ﾌｨ-ﾙﾀﾞｰｽﾁｮｲｽ FC 

走塁妨害 OB 

 県軟式野球連盟統一記号(黒色)  参考記号(青色) 

 

（P） （W） 

BH

BH

BH

BH

BH
BH

SQ

SQ

本塁

2塁3塁

1塁

発 行 福井市野球連盟 学童野球 


